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※ 火災状況については、Ｐ４資料 1 をご覧ください。 

火災 84

緊急措置 119

緊急確認 387支援活動 234

その他 73

補完 221

令和２年中の消防局の災害・救急出動状況（速報） 

                        西宮市消防局 

※ 統計の数値は速報につき、変わる可能性があります。 

 

◆ 消防隊の出動件数 

 

 

  消防隊の出動件数は１，１１８件で、前年 

（１,１４１件）より２３件減少しています。 

火災と火災以外の比率は、火災８４件（８％）、 

火災以外１,０３４件（９２％）となっていま 

す。 

 

 

 

 

 

１ 火災件数 

 

 

 

火災件数は８４件で、前年（８５件）より１件減少しています。 

（１）火災種別の内訳は、「建物火災」５６件（前年比１件増）、「車両火災」１

２件（前年比３件増）、「その他火災」１６件（前年比５件減）となってい

ます。 

（２）出火原因の１位は「こんろ」２１件、２位は「放火（放火の疑いを含む）」

１０件、３位は「たばこ」９件の順となっています。 

（３）火災による死傷者は、死者４名（前年同数）、負傷者１１名（前年比３名

増）となっています。 

 

 

 

消防隊の出動件数は１,１１８件（前年比２３件減） 

※ 火災出動以外の内容については、P２ 
 （２）火災出動以外の内訳・件数をご覧ください。 

火災件数は８４件（前年比１件減） 

火災による死者は４名（前年同数）、負傷者１１名（前年比３名増） 

 



 
 

 2

（２）火災出動以外の内訳・件数 

 

 

出動種別で最も多いのは「緊急確認」、続いて「支援活動」となっています。 

火災出動以外の内訳は、次のとおりです。 

種 別 内      容 件数 

緊急措置 

（１１９件） 

火災出動指令により出動し、火災ではなかった事案 ４０ 

危険物等の漏えい ７４ 

ガスの漏えい ３ 

その他緊急対応措置が必要な事象 ２ 

緊急確認 

（３８７件） 

怪煙の上昇 ２１ 

異音、異臭の発生 ２２ 

警報ベル等の鳴動 ３２１ 

ガス、電気等の消し忘れ １ 

事後聞知で出動し火災に該当しない事案 ５ 

その他緊急確認が必要な事象 １７ 

支援活動 

（２３４件） 

救急隊の支援 ５９ 

安全管理隊 １６７ 

上記に該当しない支援活動  ８ 

その他 

（７３件） 

自然災害対応 ６ 

飼育動物等の保護、危険生物等の排除 １４ 

焚き火、野焼き、火遊び等 １ 

高齢者、身体障害者等の介助 ４５ 

その他社会的危険が考えられる事象 ７ 

補完 

（２２１件） 

救急隊の移動配備 ２０３ 

救急隊以外の移動配備 １８ 

消防隊出動件数のうち、火災以外の出動は１,０３４件（前年比２２件減） 
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※ 救助出動件数等については、Ｐ５資料２をご覧ください。 

※ 救急出動件数等については、Ｐ５資料２をご覧ください。 

２ 救助出動件数 

 

 

（１）救助出動件数４５０件、救助人員２２４人 

   救助隊が出動した件数は、４５０件で前年（４３６件）より１４件増加して

おり、救助人員は２２４人で前年（２４２人）より１８人減少しています。 

（２）事故種別の内訳は、「火災」７件（前年比１件減）、「交通事故」３８件（前

年比２件減）、「水難事故」１０件（前年比６件増）、「機械事故」０件（前年比

２件減）、「建物事故」２１６件（前年比１４件増）、「ガス・酸欠事故」５件（前

年比４件増）、「その他の事故」１７４件（前年比５件減）となっています。 

       

 

 

 

 

３ 救急出動件数 

 

 

 

（１）救急出動件数２１，６０２件、搬送人員数１９，５７５人 

救急出動件数は、２１，６０２件と前年（２５，０９１件）より３，４

８９件（約１３．９％減）、搬送人員数は１９，５７５人と前年（２２，７

９３人）より３，２１８人（約１４．１％減）と双方ともに減少していま

す。 

（２）事故種別は昨年同様１位急病、２位一般負傷 

事故種別ごとの出動状況は、１位「急病」１３，５１３件で、全体の約

６３％を占めています。２位の「一般負傷」は３，７６２件で、３位「交

通事故」は１，４７５件となっています。 

 

   

救急出動件数は２１，６０２件（前年比３，４８９件減） 

救助出動件数は４５０件（前年比１４件増） 
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◆資料１ 

 

１ 令和２年中の火災状況             令和３年１月１日現在 

区   分 単位 令和２年 令和元年 比 較 増減率 

火災件数 件 84  85  ▲1 ▲1% 

１日当たり 件 0.2 0.2 0 －% 

火 

災 

種 

別 

建物火災 件 56 55 1 2% 

(内、住宅火災) 件 39 35 4 11% 

林野火災 件 0 0 0 － 

車両火災 件 12 9 3 33% 

船舶火災 件 0 0 0 － 

その他火災 件 16 21 ▲5 ▲24% 

建物焼損面積 ㎡ 497 292 205 70% 

１件当たり ㎡ 8.8 5.3 3.5 66% 

林野焼損面積 ａ 0 0 0 － 

損害額 千円 131,598 39,344 92,263 235% 

死
傷
者 

死者 人 4 4 0 － 

(内、65 歳以上) 人 4 2 2 100 

負傷者 人 11 8 3 38% 

主
な
出
火
原
因 

(１)こんろ 件 21 19 2 11% 

(２) 放火 

（疑いを含む） 
件 10 12 ▲2 ▲17% 

(３)たばこ 件 9 10 ▲1 ▲10% 

※ 主な出火原因は、令和年の上位を計上              ▲印は減少 

 

主な火災 

出火日時 種別 用途 発生場所 死者 負傷者 備考 

１月 20 日９時 00 分 建物 文化住宅 笠屋町 １ ０ 損害額～ 3 千円 

２月１日 21 時 20 分 建物 住宅 上ケ原八番町 １ １ 損害額～ 52,834千円 

２月５日 13 時 40 分 建物 飲食店舗 甲子園洲鳥町 ０ ０ 損害額～ 16,102千円 

２月 24 日８時 00 分 建物 住宅 安井町 ０ ０ 損害額～ 10,540千円 

３月 11 日６時 00 分 建物 住宅 中前田町 ２ ０ 損害額～ 18,221千円 

 

※ 主な火災とは、損害額 1,000 万円以上、焼損面積建物 300 ㎡以上、林野 200ａ以上、又

は消防長が必要と認める火災のいずれかに該当するものをいう。
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◆資料２ 

 

２ 救助出動件数及び救助人員 

 

事
故
種
別 

火 
 

災 

交
通
事
故 

水
難
事
故 

自
然
災
害 

機
械
事
故 

建
物
事
故 

ガ
ス
・
酸
欠 

事
故 

破
裂
事
故 

そ
の
他
の
事
故 

計 

出動件数 7 38 10 0 0 216 5 0 174 450 

救助人員 3 16 8 0 0 174 2 0 21 224 

 

３ 救急出動件数 

 

事故種別 火災 
自然

災害 

水難

事故 

交通

事故 

労働

災害 

運動

競技 

一般

負傷 
加害 

自損 

行為 
急病 その他 計 

令和２年 10 3 5 1,475 159 111 3,762 88 211 13,513 2,265 21,602 

対前年 

増加数 
2 3 1 ▲281 3 ▲100 ▲396 13 24 ▲2,542 ▲216 ▲3,489 

 

 

４ 救急出動件数・搬送人員数の推移 

 

 

▲印は減少 


